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連携にいたる経緯
　本活動の中心を担う小田は、スポーツ科学の専門家であり、これまでトップアスリートの動きの
研究など、スポーツの理論と実践に関するさまざまな実績を積み重ねてきた。そこで、小田は自身の
所属する関西大学人間健康学部の所在地である堺市の地域住民に対し、自身の研究成果を還元
するスポーツ教室を実施することとなった。

活動内容

1 スポーツ教室の主催（ソフトボール、バドミントン、ゴルフ）
大学の資源を活用して各種目におけるスポーツ教室を主催している。市内の小学校～高校の
運動クラブや社会人など、競技毎に幅広く対象を設定している。

2 スポーツ科学に基づく競技者への指導および指導者の育成
機能解剖学に裏付けされた、基本的なからだの使い方や種目毎の適正な動き方などの実践的
知識を与えている。また、動作分析装置（3次元動作分析）を用いた講習を交え、科学分析の
実践化を図っている点も、本活動特有の取り組みである。なお、これらは各種目の指導理論の
根幹を支えるものであり、教室に参加する指導者の指導力向上にも繋がっている。

3 各種目を専門とする指導者のコーディネート
小田が形成してきた人脈および大学の資源の活用により、各種目の専門家や授業を通じて小田
の理論を身につけた体育会に所属する大学生などを招へいしている。これにより、教室では
専門的な技術指導も可能としており、理論と実践の統合を実現している。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
堺市／各種スポーツ指導者

■ 活動地域
大阪府堺市

■ 活動期間
2011年度～継続中

■ 活動資金
堺市と関西大学との地域連携事業

DATADATA

■ 人間健康学部 教授

小田伸午
Shingo Oda

　人間の身体運動やスポーツに関する運動制御機構を心理、生理、物理の各方面から総合的に
研究している。主な著書に『スポーツ選手なら知っておきたい「からだ」のこと』（大修館書店）、『一
流選手の動きはなぜ美しいのか』（角川学芸出版）などがある。スポーツ関係者、理学療法関係
者、中高齢者などを対象に、各地でからだの使い方の講演、講習会を行う。

教 員 紹 介

市民の健康増進・スポーツ振興・技術力向上

1 参加者の競技成績の向上
2 参加する指導者の指導力向上

スポーツ科学に基づく指導を可能とする人材の増加

文化・スポーツ振興 健康・医療

市民の健康増進と競技力向上のためのスポーツ教室
～スポーツ科学の体現を目指して～大阪マラソン29.1km地点の給食所「まいどエイド」のPR活動

連携にいたる経緯
　2014年に広報課経由で、大阪市商店会総連盟が行っている大阪マラソン給食エイド「まいどエ
イド」の認知度が足らないことを知り、学生の力で「まいどエイド」の認知度向上を目指し、商店街
の活性化に貢献するため連携することとなった。

活動内容
活動はおもに3つの内容に分けることができる。
①まいどエイドに参加する商店街の関係者、提供食品を取材し、写真、動画、記事を作成して
SNSや新聞で発信すること。同時にまいどエイドの各公式アカウント（Facebook、
Twitter、Instagram）を使って認知度向上に努めている。
②大阪マラソンEXPOで食品サンプル、フェイスペイントシール、写真フレームなどを使って
まいどエイドをPRすること。
③大阪マラソン29.1km地点でランナーを支援し、写真や動画でまいどエイドを記録すること。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
大阪市商店会総連盟／大阪マラソン組織委員会／読売新聞／関西大学広報課

■ 活動地域
大阪市内の商店街／大阪マラソンEXPO会場／大阪マラソン29.1km地点

■ 活動期間
2014年度～継続中

■ 活動資金
読売新聞社事業費

DATADATA

■ 社会学部 教授

劉雪雁
Syueien Ryu

　専門分野は国際メディア論。近年、訪日外国人観光客と地域活性化の関係について調査研究を
行っている。

教 員 紹 介

1 メディア専攻の学生の特徴を生かし、習得した知識を取材やPR活動で
実践する

2 さまざまな立場や役割の関係者と連携作業し、コミュニケーション能力
を高める

1 まいどエイドの各公式アカウントのフォロワー数は前年度に
比べて大幅にアップした

2 新聞社の取材を受けたり、ケーブルテレビ局の番組に出演する
など、学生がメディアへの理解を深めた

3 連携先との信頼関係が深まり、学生のコミュニケーション力、
情報発信力が向上した

1 大阪マラソンに参加する海外ランナー向けのPR
方法を考案し、実行していく

2 商店街とまいどエイドの関係をPRする新しい
手法を模索する

文化・スポーツ振興
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